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背景と目的 
• INTERPHONE研究等によって、成人の携帯電話端

末使用と脳腫瘍の関連性が分析された。 

• しかし、成人の結果を青少年に当てはめることは

できない。また、青少年の携帯電話使用率は急

速に伸びており、成人に達するまでの累積使用

量は大きく伸びる可能性がある。 

• 目的： 青少年における携帯電話端末使用と脳

腫瘍との関連を症例対照研究で検討する。 



症例対照研究（MOBI-KIDS JAPAN） 



Mobi-Kids Japan 

• 15カ国参加の国際共同の症例対照研究 

• 対象集団：平成23年6月以降に診断され、関東の協力

医療施設に入院した10～30歳の男女（国際共同研究で

は10-24歳） 

– 症例群：原発性脳腫瘍 

– 対照群：虫垂炎 

• 本人、保護者に対してインタビューを実施 













http://www.mbkds.net/ 

国際研究Mobi-Kidsの進捗  





今後の展望 

• 青少年の携帯電話端末の使用状況は、スマートフォ

ンの普及、WiFi等の通信環境の変化で大きく変わりつ

つある。そのような変化を症例対照研究で十分な精

度で把握・分析するためには、少なくとも平成25年度

にも症例・対照の集積が必要 

• 平成25年度末までの調査が可能となれば、国際共同

研究Mobi-Kidsへの寄与度が上がり、さらに、我が国

独自の分析も可能となる 



SMPを用いた妥当性評価研究 













青少年の携帯電話端末使用のばく
露評価研究 



ばく露評価研究の目的 
• 携帯電話の使用にともない、 

① どのくらいの強さの電波が端末から放出された
か（出力特性） 

② 人体のどの部位に、どのくらいのエネルギーが
吸収されたか（SAR分布） 

③ どのような性質の電磁界が人体に照射されたか 
 携帯電話端末からの通話に使用する電波 
 端末からの他の電磁界（Wifi，Bluetooth,バッテリー電

流による低周波磁界，etc） 
 端末以外の他の波源からのばく露との比較 

携帯電話からの電波と疾病の因果関係を論じるためには必須 





②人体のどの部位に、どのくらいのエ
ネルギーが吸収されたか（SAR分布） 

代表的な端末の詳細な数値モデ
ルを用いて、小児頭部でのSAR分
布を数値解析により明らかにする 
Mobi-Kidsでは、フランス、韓国の研究グループと連携 



③どのような性質の電磁界が人体に
照射されたか 

例：バッテリー電流による低周波磁界 
 欧州では高い関心があり、Mobi-Kidsでは英国HPAが担当 

Bx                     By                     Bz 
我が国の第3世代携帯電話の測定結果例 
最大で約0.3μT ： 第2世代に比べて小さい 

低周波磁界の測定システム 


